
（単位：％）

　おおい町の令和６年度決算について健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤
字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と公営企業会計（おおい町では簡易水道
事業と下水道事業それぞれの会計をいいます。）の資金不足比率を算定しましたの
で、お知らせします。

おおい町の算定比率 ― ― 1.3 ―

　いずれの比率も国の基準を大きく下回り、町の財政の健全性が確保されています。

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

将来負担
比　　率

会計の名称
資金不足

比率
経営健全
化基準

簡易水道事業会計 ― 20.0

早期健全化基準 14.76 19.76 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0

　おおい町の各比率については、上記の結果となりましたが、それぞれの算定経過を
各比率ごとに以下、詳しくお伝えします。

下水道事業会計 ― 20.0



※試算式中の単位は、特別に記入がない限り「千円」です。

「 」 となりました。

《意義》
　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》

　本町では、黒字となるため実質赤字比率は ―（無）

―（無） ＝
284,470 （黒字）

5,395,007

《算定結果》



※試算式中の単位は、特別に記入がない限り「千円」です。

「 」

《意義》
　全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率
です。

《算定方法》

《算定結果》
　本町では、いずれの会計も赤字が無いため連結実質赤字比率は

―（無） となりました。

《算定経過》
（一般会計の黒字） （他特別会計の黒字の計）

―（無） ＝
284,470 ＋ 71,980

5,395,007



( + ) - ( + )
-

※試算式中の単位は、特別に記入がない限り「千円」です。

「 」

《意義》
　一般会計等が負担する元利償還金及び純元利償還金の標準財政規模に対する比率
です。

《算定方法》

《算定経過》

【Ｒ６年度】

1.90% ＝
169,708 210,016 9,491 272,931

【３ヵ年平均】 【早期健全化基準】 【財政再生基準】

1.3% ＜ 25.0% ＜ 35.0%

5,395,007 272,931

 同様にして
【Ｒ４年度】 【Ｒ５年度】

1.03% 1.09%

《算定結果》
　本町では、 1.3% となり、早期健全化基準や財政再生基準を大きく
下回っています。



‐ ( + + )
-

※試算式中の単位は、特別に記入がない限り「千円」です。

「 」 となりました。

《意義》
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

《算定方法》

《算定経過》

－（無） ＝

《算定結果》
　本町では、将来負担すべき額に対して基金など充当可能な財源や将来見込まれる
収入の合計額が上回っているため －（無）

3,531,147 14,327,495 0 1,941,351
5,395,007 272,931



※試算式中の単位は、特別に記入がない限り「千円」です。

「 」

《意義》
　公営企業会計を対象とした実質赤字の事業規模に対する比率です。

《算定結果》
　本町では、いずれの公営企業会計も資金不足がないため ―（無） となり
ました。

102,977 86,054

《算定方法》

《算定経過》

【簡易水道事業会計】 【下水道事業会計】

―（無） ＝
0

―（無） ＝
0


